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計画の推進体制
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第６章 計画の推進体制

１ 計画の推進

本計画では、「こども基本法」の理念や、総合長期計画で示しているまちづくりの基本方向に則して、青梅市において「こども

がまんなかのまちづくり」を実現するための基本方針の設定と、３つの基本目標、具体的な取組施策を定めました。また、あわ

せて、幼児期の保育・教育、地域の子育て支援事業の量の見込み、提供体制の確保の内容およびその時期などを定めました。

計画の推進に当たっては、妊娠・出産期の女性とその家庭や、乳幼児期・学童期・思春期のこどものみならず、青年期の若者

までを含めた幅広い年齢の対象に対して、そのライフステージに応じた取組を適切に実施していくことが求められます。同時に、

保育・教育事業に対する市民のニーズを踏まえた、サービスの量的確保と質の向上の実現を目指していくことが必要となります。

そのためには、庁内関係部署が横断的に施策の推進に取り組むとともに、家庭・学校・地域・事業者等、こどもと子育てに関

わる多様な主体が連携していくことが重要であり、多くの方の意見を取り入れながら取組を広げていきます。

（１）計画の推進体制

「こどもがまんなかのまちづくり」を目指して、こども・子育て会議や、庁内関係部

署、教育委員会、地域、子育て関係団体、企業等が連携して、こども・若者・子育てに

関する施策を推進していきます。

（２）こども・市民の参画と協働

こども・子育てをめぐる問題は、地域や社会の仕組み全体と大きくかかわりを持って

います。そのため、それを単に家庭だけの問題としてとらえるのではなく、地域や関係

機関との連携のもと、また、子育て関係団体などと協働で取り組み、この計画を推進し

ていきます。
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（３）計画の進行管理

本計画を実効性のあるものとして推進するため、計画にもとづく施策の進捗状況と計画全体の成果を検証していきます。

「青梅市こども・子育て会議」や、庁内組織である「青梅市こども・子育て施策庁内推進委員会」において、ＰＤＣＡサイク

ルのプロセスにより、その進捗状況を確認・評価していきます。

また、事業の実施においては、状況の変化に合わせた成果をあげるためＯＯＤＡ（ウーダ）ループの考えも取り入れ、こども

若者の意見や、市民アンケートから得られた意見を踏まえた事業評価を行い、各年度施策の検証と合わせて必要な見直しを行う

ことにより、改善を図りながら適切なタイミングに有効な施策を行うことに努めていきます。

ＰＤＣＡサイクルのイメージ

従来の実績や将来の予測

などを基にして業務計画

を作成する

検証にもとづき

必要な施策の見直し

を行い改善を図る

策定

Action
改善

Plan

DoCheck
実施評価業務の実施が計画に

沿っているかどうかを

確認する 計画に沿って業務を行う

ＯＯＤＡループのイメージ

事業実施において

ＯＯＤＡループに
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２ 計画推進の連携体制

本計画の基本方針「こどもがまんなかのまちづくり」の実現を目指して、３つの基本目標を中心に、各施策を関係機関と連携

しながら、着実に施策を推進していきます。

また、こども・若者の参画による意見表明の機会を設けるとともに、定期的に市民に対するアンケート調査を行い、計画の成

果を踏まえた、施策の展開を図っていきます。
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３ こどもの権利を尊重する地域社会の形成

「こどもがまんなかのまちづくり」に向けた各種施策を確実に進めていくためには、市民、家庭、学校、地域、企業、行政といった、こども・

若者をとりまく全ての関係性において、共通認識のもとに、こどもや若者の視点に立ち、意見を受けとめ、こどもにとって最善の利益を第一に考

える「こどもの権利」が尊重される地域社会の形成が大切です。
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